
ll)榎本知郎,中野まゆみ,花本秀子,松林清明 (2002)
ヒト,ゴリラ,チンパンジーオランウータンの精子

発生の比較.第 18回日本霊長類学会 (2002年 7月,

東京)霊長類研究 18(3):403.

12)福原亮史,景山節 (2002)霊長類 cu,zn-sODの大腸

菌での発現と酵素学的解析.日本動物学会第 73回

大会 (2002年 9月,金沢)ZOOLOGICALSCIENCE
19(12):1479.

13)福原亮史,景山節 (2002)霊長類におけるSODの分

子進化.日本動物学会中部支部大会 (2002年 8月,

岐阜).

14)藤 田志歩,小笠原麻美,景山節 (2002)飼育下およ
び野生チンパンジーにおける PCR による糞便内ウ

ェルシュ菌の検出.第 18回 日本霊長類学会 (2002

年 7月,東京)霊長類研究 18(3):411.

15)後藤俊二 (2002)サル類における結核症の臨床.質

18回日本霊長類学会大会シンポジウム (2002年 7

月,東京)霊長類研究 18(3):359.

16)後藤俊二 (2003)飼育下および野生ニホンザルにお

ける寄生虫感染.予防衛生協会セ ミナー2003(2003

年2月,筑波).

17)飯田景子,釜中慶朗,鈴木樹理,渡辺邦夫,安田峯

生,久保田俊一郎,浅岡一雄 (2002)ダイオキシン

桁のサル子宮内膜におよぼす影響の DNAチップに

よる解析.第 5回環境ホルモン学会 (2002年 11月,

広島)要旨集 :109.

18)花本秀子,中野まゆみ,､榎本知郎,松林清明 (2002)
組織化学的手法によるカニクイザル とニホンザル

の精子発生の比較.第 18回 日本霊長類学会 (2002

年 7月,東京)霊長類研究 18(3)402:402.

19)桧垣小 百合,親川千砂子,熊崎晴則,上野吉-

(2002)シンガポール動物園における展示 ･飼育手法.

邦5回サガシンポジウム (2002年 11月,愛知)発表

要旨集:124.

20)桧垣小百合,上野喜一 (2002)南米産小型ザル放飼

粉のエンリッチメン ト効果の評価.第 18回日本霊

長頬学会大会 (2002年 7月,東京)霊長類研究

18(3):431.
21)平井啓久,Mootnick,A.,竹中修,suryobroto,B.,毛利

俊雄,釜中慶朗,加藤章,木村直人,加藤朗野,前田

典彦 (2002)アジルテナガザルに固有な染色体全腕

転座.第 18回日本霊長類学会大会 (2002年 7月,東

京)盃長類学研究 18(3):364.

22)景山節,福原亮史,成田裕一 (2002)霊長類の進化

にともな うペプシノゲン遺伝子構成の変化 .日本

動物学会第 73回大会 (2002年 9月,金沢)Zoologic
alScience19(12):1479.

23)楠比呂志,上畑陽子,松林清明 (2002)種の保存を

目的 としたチンパンジー精子の凍結保存技術の開

発.第 18回 日本霊長類学会 (2002年 7月,東京)霊

長類研究 18(3):404.

24)桑畑裕子,足立幾磨,藤 田和生,友永雅己,加藤朗

野,松林伸子,釜中塵朗,松沢哲郎 (2002)霊長類

の乳児における顔図形認識の発達(3).日本心理学

会第 66回大会 (2002年 9月,広島).

25)松林清明 (2002)チンパンジーおよびニホンザルの

出産時行動.日本人類学会進化人類学分科会第 7回

シンポジウム (2002年 6月,京都).

26)成田裕一,景山節 (2002)食肉類の胃で発現してい

る肉食適応型ペプシノゲンの性状 と動物進化 との

関連 -.日本動物学会中部支部大会 (2002年 8月,岐

阜).

27)親川 千紗子,桧垣小 百合,熊崎消則,上野吉一

(2002)シンガポール,ナイ トサファリにおける動物

の展示 ･飼育手法.第 5回 SAGA シンポジウム

(2002年 11月,愛知県犬山市)発表要旨貼 :125.

28)鈴木樹理,加藤朗野,前田典彦,橋本ちひろ,打越

万喜子,水谷俊明,道家千聡,松沢哲郎 (2002)ア
ジルテナガザルの生後4年間における形態および生

理学的成長変化.第 18回 日本霊長類学会大会

(2002年 7月,東京)霊長類研究 18:375.

29)山根到,友永雅己,上野吉-,鈴木樹理 (2002)個
別飼育下の環境エンリッチメン ト- グルー ミング

ボー ドの効果- .日本霊長類学会第 18回大会

(2002年 7月,東京)霊長類研究 18(3):432.

30)米揮敏,花井敦子,正木茂夫,景山節,森 山昭彦

(2002)Myosin･X の発現による COS-1細胞での

corticalactinbundlesの形成.第75回日本生化学会大

会 (2002年 10月,京都)生化学 74(8):797.

2.大学院

2002年 (平成 14年)度大学院生

生物科学専攻 (霊長類学系)

氏名 学年 指導教官

船越美穂

早川祥子

藤田志歩

下岡ゆき子

An且KarinaZavalaGuillen

ClaudiaSousa

郷 康広

加藤啓一郎

MauraLuciaCelli

西村 剛

上野有理

海野俊平

CordonBarrett

松元まどか

森 琢磨

猿渡正則

打越万喜子

福原亮史
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}研究概要

○ 野生ニホンザルの土地利用と蔦林業被告

船越美穂

長野県安重野地方で発生 しているカラマツ剥皮被

容と農作物被事の要因の検討を行った.

0 野生ニホンザルメスの配偶者選択に関する研究

早川祥子

屋久島に生息する 2つのニホンザル野生群を対象

に発情メスの交尾行動を発情メス数,群れオス数,群れ

外オス数の変化も含め解析 した.さらに生まれた子供の

父親を非侵襲的なDNAサンプルを用いて判定 した.

0 チンパンジーメスにおける生苑生物学的特性の地域

変界

藤田志歩

タンザニア･マハ レ山塊国立公園およびギニア共和

国･ポッソウ地域に生息するチンパンジーメスの生殖生

物学的特徴について,巽中生殖関連ホルモン濃度および

行動から地域集団間の比較をおこなった.

0 野生クモザルについての社会生態学的研究

下岡ゆき子
コロンビア･マカレナ地域において野生ケナガクモ

ザルを対象に調査を行ない,その離合集散に見られる季

節性 と性差を明らかにした.

0 ヒトとチンパンジーにおける核′J､体形成領域変異の

分子細胞迫伝学的研究

AnaKarinaZavalaGuillen

ヒ トとチンパンジーの核小体形成領域 poR)に

おける変異機構の構造的相違を分子細胞遺伝学的に検

出し,NORの不活性機序を推定 した.

O Theuseortokensbychimpanzees:computercontrolled

experimentsasawayofassesslngChhpanzeecognition
CはudiaSousa

Theprojectconsistsofanew system forassesslng
chimpanzeecognition.Thistokensystem consistedofa
computer-controlledtaskwithtokenreinforcement,where
tokenscouldbeexchangedforpreferredfooditemsthrougha
computer-controlledvendingmachine.Tわkenuseclosely
resemblestoolusenotonlybecausetokenscanactuallyact
astoolstoachieveagoat,butalsobecauseitinvolvesasetof
actionsandeventsthatmakeitacomplexbehaviour.This
newsystemcombinestheadvantagesorcomputer-controlled
tasksfromthecaptivestudiesofcognition,butalsoinvolves
objects and actions,which characterize the tooluse
behavioursinthewild.Theprojectincluded3different
studies.Thefirststudyshowedthattokenswerealmost
equivalenttofoodrewardsinmaintainingthesubjects
workingathighlevelsofaccuracy,andalsoshowedthe
emergenceofsavingbehaviourinthesubjects.Thesecond
studyexamineschimpanzees'foodchoiceandpreferences,
andilluminatessomeofthefactらrsinnuenclngSuchchoice.
Thethirdstudydescribesthedevelopmentofaninfant
captivemalechimpanzee,rearedbyhismother,inthe
contextofthetokensystem.Attheageor9monthsand3
Weeksthe infantbegan spontaneously to perfomlthe
computeトCOntrOlledtask,recelVmgatokenfわreveryco汀eCt
response.Andattheageof2yearsand3months,theinfant
firstsucceededinusingthetokens,byinsertingthemintothe
vendingmachineandexchangingthemforfood.Insummary,
thetokensystemcreatedhasprovedtobeausefillmethodto
studychimpanzeecognitiveabilities.

0 原猿類におけるMHC遺伝子の進化機構の解明

郷康広
免疫関連遺伝子であるMHCクラス Ⅰ迫伝子の進化

機構を明らかにするために,多型の狐中しているエクソ

ン2･3領域およtF,より中立に進化 しているイン トロ

ン2領域の塩基配列を原校規を対故に決定し,真猿類を

含めた霊長矧 こおける当該迫伝子の進化機構を解析 ･考

察 した.さらに,霊長析 MHC迫伝子の進化史の再構築

を行った.

0 報酬及び嫌悪刺激に関わる脳内機構の解明

加藤啓一郎

課題を行っているアカゲザルの前部帯状回か ら神

経細胞活動を記録 した.

O Behaviourandcognitionorchimpanzeesinatooluse
context

MauraLuciaCelli

LeamlngprocessesWereinvestigatedinagroupor

-65I



captivechimpanzees,uslngtheacquisitionandperfbmance
ofhoneyfishing-ataskthatrequiredtheuseoftools-to
screenthecognitiveprocessesinvolved.Thehoneyfishing
taskisasimulationofthetemitefishingbehaviourobseⅣed
in wild chimpanzees-repertoire and therefわre, the
implementation ofsuch task has been concomitantly
analysedontheenvironmentalenrichmentviewpoint･Further
experiments involving mother-infantdyadshave been
conducted,toanalizethemotor/cognitivedevelopmentof
infantsand show how behaviourand knowledgeare
transmittedfromonegenerationtothenext･

○ チンパンジーにおける声道形状の成長変化に関する

･研究

西村剛

チンパンジー幼児3個体,ならびに幅広い年齢層q)
同液浸標本を対象に,MRIを用いて定期的に頭頚部正中

矢状断画像を撮像し,声道形状の成長変化を観察した.

その成長変化は,乳幼児期ではヒトと類似するが,コド

モ期では大きな差異があることを明らかにした.

0 チンパンジーにおける食行動の発達 .

上野有理

飼育下のチンパンジー母子3ペアを対象に,実験場

面におけるそれぞれの摂食行動や,食物を介した母子間

の相互交渉について,観察をおこなった.

0 図形知覚の神経機構の研究

海野俊平,井上雅仁(行動発現分野),

三上章允 (行動発現分野)

アカゲザルに Shape-from-motionを用いた図形識別
祝脳を訓練し,側頭葉より課題遂行中の神経細胞活動を-

記録した

0 Ncuroendocrineregulationofreproductive
behaviorinmalemacaques

GordonBa汀ett

DuringthisperiodIwasengagedinmydoctoral
researchoncaptivemaleJapanesemacaques.Icompleted
coHectionofbehavioralandneuroendocrinedatafrommy
subjects,andinitiatedanalyses.As asideproject,Ialso
conductedexperimentsonrhesusmacaquestoinvestigatea
noninvaSiveindexorstressresponsivenessandadrenal
function.Togetherwith colleagues,several paperswere
acceptedfb∫publicationin2002.

0 高次目的指向行動の脳内機構

松元まどか
一次的報酬と適合された視覚物体の獲得を目的と

した行動課題をサルに行わせ,外側,内側の前頭連合野

から単一細胞活動を記録し,行動と目的の関係性がどの

ように表現されているかを調べた.

0 一次視覚野発達の分子基盤の解明

森琢磨

正常発達過程における神経栄養因子の量的変化と,

網膜活動の薬理的な阻害が神経栄養因子の発現に与え

る影響を検討した.

○ 視覚探索課題遂行中の第四次視覚野の神経細胞活動

猿渡正則
視覚系が目標を捉える際の視覚野の関与を検討す

るため,アカゲザルに視覚探索課題を訓練し,課題遂行

中の第四次視覚野から単一神経細胞活動を記録した.

0 アジルテナガザルの身体成長と行動発達

打越万喜子,松沢哲郎 (思考言語),

前田典彦,加藤朗野(人類進化モデJ咋ンクー)

アジルテナガザル (Hylobatesagilis)のこども2個
体を対象とし,その身体成長と行動発達に関する資料を

収集した.

0 霊長類におけるSODの迫伝子解析

福原亮史

霊長類 8種のCu/Zn-SODとMn-SODそれぞれにつ

いて塩基配列を決定し,その分子進化について比較,検

討した.また,サザン分析により霊長類の SOD遺伝子

の多型についても考察した.ノーザン分析によりニホン

ザル各組織でのSODの遺伝子発現について考察した.

0 ポリネシア人の手足の生体計測値の研究

権田絵里
ポリネシアの トンガ人の生体計測値データから,彼

らの手足の形態的特徴を分析する.

0 報酬および嫌悪に関する脳内機構の解明

細川貴之

遅延対連合課題遂行中のアカゲザル前頭眼寓野か

ら神経細胞活動を記録した.

〇 二ホンザルの子どもの社会発達における他個体から

の影響

柏原将

嵐山のニホンザルの0歳児を観察し,母親以外の個

体からの子守り行動について研究した.

0 歴史時代人骨の形態的特徴の解明

長岡朋人

江戸時代人骨の形態的特徴の調査を通し,日本人の

形態の時代的な移 り変わりや現代日本人の成立過程を

考察した.

0 協力行動の研究

中山桂

霊長頬研究所のフサオマキザルを対象に,協力行動

をしらべるための実験装置を作成し,予備実験を行った.

0 野生チンパンジーの離合集散性に関する研究

大橋高

ギニア共和国ポッソクに約 9ケ月滞在し,野生チン

パンジーの移動に関するデータを主に収集した.

0 チャイロキツネザルの集団生物学

田中美希子

マダガスカル国ベレンティ保護区に生息するチャ

イロキツネザル亜種間雑種集団の染色体変異構成を,汲
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色体数,リボソームDNA.X敗色体特只的 DNAを標識

として分子細胞迫伝学的に調査した.

0 霊長類における珊椎の形憶比較

山木亜由美

丑長柳研究所所蔵の骨格標本および骨格模型を用

いて,現椎の形憶の比較を行った.

0 事由のニホンザルにおける採食場所の決定要因

深谷もえ
宮崎県の幸島において,ニホンザルの採食行動と食

物資源の量的および質的分布から,ニホンザルの採食場

所の決定要因について検討した.

0 霊長類のコミュニケーション

香田啓費

鹿児島県屋久島に生息するニホンザルを対象に,発

声規則を検討し野外実験を行った.

0 運動情報を手掛かりとした図形弁別課題遂行中の視

覚前野のニューロン活動

久能玲子

脳内における視覚情報処理機構を調べるため,運動

情報が図形認識の手掛かりとなるSFM 条件の遅延見本

合わせ課題をアカゲザルに訓練し,その際のMT野のニ

ューロン活動を電気生理学的手法で記録して解析した.

0 情動刺激に対する特異的自律神経応答の解析

倉岡康治

アカゲザルが刺激により伝達された情動をどのよ

うに受け取っているかを調べるために,動画刺激を提示

している時の生理応答を計測した.サルの社会的認知機

能として重要な表情や音声の刺激に対して,特異的な心

拍数や呼吸数の上昇がみられた.

0 チンパンジー乳児における音声に対する応答の発達

的変化

中島野恵

飼育下のチンパンジー乳児を対象に,呈示した音声

に対する応答を実験的に追った.

0 古人骨における利器による傷痕の古病理学的研究

大薮由美子

奈良県榎原市に所在する弥生時代の四分追跡から

出土した舌人骨について,その身体的特徴と骨に残され

た利器による創傷の分析を行った.

〇 二ホンザルの典団追伝学的研究

泊賢一朗
東日本地域のニホンザル個体群についてタンパク

多型を解析した.

0 チンパンジー乳児の対象操作の発達

林美里
チンパンジー乳児の対象操作の発達過程を,ヒトで

おこなわれている発達検査を用いて調べた.物と物とを

関係づける定位挽作に着目して分析した.

○ 放飼場ニホンザルの群誘導訓練法

桧垣小百合
飼育環境改野の一環として,放飼場の環境エンリ.ッ

チメントが進められてきた.この結果,健康診断等のた

めの集団捕獲が困難になるという問題が生じた.そこで,

ブザーとランプを手掛かりとする条件付けによって,群

れを隣接捕獲域に誘導する訓練をおこなった.

0 チンパンジーの視覚認知

松野響

チンパンジーを被験体として,視覚探索場面におけ

る遊動知覚について検討した.

0 ニホンザルのコドモのあそびに関する地域比較研究

西村宏久

丑長叛研究所の放飼場群,京都嵐山餌付け群,宮城

県野生群のニホンザルにおけるコドモの遊び行動の機

能を探って比較研究をおこなっている.

0 ニホンザルにおける採血協力訓練

親川千紗子

ニホンザルを対象に,血液採取の際自ら手足を実験

者に対し提示するよう,オペラント条件付けの手法を用

いておこなう.多くのサルに応用可穏な訓練プロトコル

の作成を目指す.

0 飼育下ニホンザルの肥満に関する研究

高橋知子

屋外放飼場飼育の主ホンザルを対象に,肥満の発症

状況とそれに伴う種々の血液生化学債の変化を調べた.

0 霊長類小脳における神経栄弟因子の発達変化

託見健

小脳g)発達に伴 う神経栄弟因子免疫陽性構造の変

化を解析した.

0 農作物被害を起こす野生ニホンザルの採食生態

山田彩

周辺地域の森林および集落の食物利用可能性がニ

ホンザルの土地利用に与える影響について検討するた

めに,奈良県･三重県の県境付近においてデータの収集
をおこなった.
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3.学位取得者と論文題目

京都大学博士 (理学)

郷 康広(課程):characterizationandevolutionofmajor

histocompatibilitycomplexgenesinprosimians(原猿類にお
ける主要組織適合抗原複合体迫伝子群の進化機構の解

析)

下岡ゆき子 (課程):Socioecologicalstudyofspider
monkeys(Ate/es belzebulh belzebuth)at La Macarena,
Colombia:Seasonalityandsexdifferencesinafission-fusion
socialorganization(コロンビア ･マカレナ地域における
クモザルの社会生態学的研究:離合集散の季節変化と性

差)

西村 剛(択捉):Studiesontheontogeneticchangesinthe

shapeofthevocaltractinchimpanzees(チンパンジーにお
ける声道形状の成長変化に関する研究)

早川 祥子(視程):Mo一ecularEcologyoftheJapanese
Macaque(MacacaftlSCatayakzLt'):Sexual Behaviorand
PatemityinWildⅥkushimaTroops(ニホンザルの分子生
態学 :屋久島の野生群における性行動と父性)

藤田 志歩(課程):ReproductiveBiologyinWildFemale
Primates:ⅥlriabilityinHomonalProflles,Behaviorand
ReproductiveParameters(野生霊長類のメスにおける生殖
生物学的研究 :内分泌動態,行動および繁殖パラメータ

の多様性)

C]audiaSousa(課程):ThetJSeOftokensbychimpanzees:
computer-controlledexperimentsasawayorassesslng
chimpanzeecognition(チンパンジーの トークン使用 :コ
ンピューターを用いたチンパンジーの認知機能の測定)

MauraLuciaCelliCunha(課程):cognitionandbehaviour

orcaptivechimpanzeesintoolusecontexts(道具使用場面
における飼育下チンパンジーの認知と行動)

友永(外岡)利佳子(論文):UseorTわolsfわrDrinkingby

Chimpanzees(Pantroglodytes)intheWildandCaptivity(チ
ンパンジーの水飲みにおける道具使用:野外突放と飼育

下実験)

京都大学修士 (理学)

大薮由美子:近放地方から初めて出土した骨損傷を残す

弥生時代人骨-奈良県,四分追跡一

久能 玲子:運動情報を手掛りとした図形弁別課題遂行

中の視覚前野のニューロン活動

分岡 康治 :情動刺激に対する日経神経応答の解析

香田 啓貴:音声交換の不成立時に見られるニホンザル

の音声強調

泊 賢一朗 :ニホンザルの集団迫伝学的研究

中島 野恵:チンパンジー乳児における音声に対する応

答の発達的変化

深谷 もえ :幸島のニホンザルにおける採食戦略

4.外国人研究員 ･研究生

外国人研究員

氏名 :sachithanantham Srikantha

(刈ランカ民主社会主義共和国)

受入教官 :松林清明

研究課題 :サルの超日リズム及び短日リズムと夢遊病に

関する比較研究

招-い期間 :2002年 6月 1日～2003年 3月31日
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